
 

《重点取組項目》
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〇キャリア教育の充実に向け、文
化的、芸術的、スポーツ的な取組
がしっかりと行われている。先生方
の意識も向上していて評価でき
る。それぞれの活動の価値づけを
していくことが大事になってくる。
取組を進めていく中で価値づけを
すると、社会に出ていくために必
要な力を付ける取組に広がってい
く。来年はオリンピックもあり、ボッ
チャは生で試合を見られるので、
より意識できて良いのではない
か。
〇挨拶が非常によくできている。
小学部の子どもたちが、朝、校長
室に声をかけてくれる。その他の
生徒も、階段で会った時などに挨
拶ができていて、すばらしい。
〇スポーツ系、文科系の取組が積
極的にできている。ボッチャの大
会を生徒が運営できており、すば
らしい。
〇中芸高校と交流できる内容があ
り、一緒に取り組めて良かった。生
徒たちも楽しく交流することができ
た。中芸学の事後アンケートで
は、田野分校の発表が楽しかった
との回答が多く見られた。

①文化・スポーツ行事の推進継続
と、価値づけを意識した事後学習
の充実
②道徳教育の充実継続
③ボッチャの取組継続
④クラブ活動とスポーツ大会への
参加継続
⑤児童生徒の文化・芸術的な取
組の積極的な発信継続
⑥日常的な挨拶場面の拡充
⑦児童生徒が主体的に取り組む
ことのできるＳＧⅮｓの授業実施継
続
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○SC.SSWと連携した心理
的な安定と学びの保障
・不登校児童生徒の早期
発見早期対応
○多様な学びに対応する
ICTを活用した遠隔授業
による学習保障
〇系統性のある学校安全
教育の推進

●必要に応じてSCやSSWと連携し、課題への
対応ができた。
〇多様化する問題に対して、早期発見早期対
応を行う。
〇不登校等の児童生徒の学びの保証を行う。
＊個に応じた不登校等への対応（ICTの活用
を含む）ができたか。
●防災学習は根付いているが、様々なケース
を想定した学習の継続が必要。
〇児童生徒が主体的に取り組み、理解を深め
られるような学校安全教育を実施する。
＊児童生徒の理解を深めることができたか。

〇ＳＣ、ＳＳＷとの連携
・ＳＣとの面談（全児童生徒　年間１回以上）
・必要に応じて校内支援会を開催する。
・ケースに応じてＳＣ、ＳＳＷを交えた支援会を
開催する。

〇学校安全教育の推進
・学校安全年間計画を改善し、様々なケース
に対応した防災学習、安全学習を実施する。

Ｂ

・中、高等部の生徒全員にＳ
Ｃとの面談を実施【９月末ま
で】
・気になる児童生徒につい
て支援会を開催【１学期に３
ケース】
・教室に入りにくい生徒にＩＣ
Ｔを活用して遠隔授業を行う
ことができた。
・各学部で実態に応じた防
災学習を実施できた。【小学
部：避難経路を変えての訓
練、中学部：ヘルメットの着
用訓練、高等部：消防署の
施設見学及び煙体験】

・小学部全児童にＳＣとの面談を
実施【１０月】
・希望する児童生徒への個別面談
の継続
・ＳＣ、ＳＳＷとの情報共有等の継
続。必要に応じて外部機関とも連
携する。

・防災学習、安全学習の継続実施
・学校安全計画の見直し、改善

Ａ

・10月末までにＳＣが児童生徒全員と個別面談を実施することができ、希望する生徒の
面談も継続して行うことができている。また、ＳＳＷは昨年度よりも勤務時間が増え、保
護者や生徒との面談等を多く取り、必要に応じて担任等と情報共有ができた。
・校内で迅速な報告・相談ができており、気になる児童生徒について年間14回支援会
を開くことができた。ケースによっては、地域の福祉部局の職員と連携を密に取って対
応することもできた。
・教室に入りにくい生徒に対して、各教科で遠隔授業を行ったり、活動によっては集団
への参加を促したりするなど、生徒の気持ちに寄り添って柔軟に対応することができ、
当該生徒が集団の中で主体的に活躍できる場面も増えてきた。
・年間を通して各学部で防災学習を実施できた。小:非常食の試食、中:避難タワーの
見学、高:消防署での放水訓練等、実態に応じた内容を設定・実施したことにより、児
童生徒の理解を深める活動ができた。防犯学習、交通安全教育等も必要に応じて実
施することが課題である。
教職員アンケート:肯定評価
・保護者、ＳＣ、ＳＳＷ等との連携:100%　・児童生徒の実態に応じた安全教育の実
施:85.2%
児童生徒アンケート:肯定評価
・学校生活が楽しい:96.0％　・困ったとき等に、先生に相談ができているか:72.0%　・
安全教育の理解:72.0%
保護者アンケート:肯定評価
・お子さんは楽しく学習できているか:96.2％ ・学校は、安全・安心な学校づくりがで
きているか:88.5%　・学校は、家庭への情報提供等を積極的に行っているか:92.3％
・安全教育の取組:84.6%

Ａ

〇各学部が、児童生徒の実態
に応じた安全教育を実施する
ことができている。
〇防犯学習、交通安全学習
は、児童生徒の実態に合わな
い部分もあるが、改善、見直し
は必要ではないか。

①ＳＣによる児童生徒への面談継
続実施
②校内支援会実施に向けた取組
継続
③気になる児童生徒に迅速に対
応できる校内支援体制の充実
④不登校等の児童生徒への学び
の保障に向けた取組継続
⑤児童生徒の実態に合った防犯
学習、交通安全学習の検討及び
実施
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〇規範意識、思いやり、
自立心の涵養など、基本
行動の確立と豊かな心の
育成
 ・知的障害特別支援学
校における「特別の教科
道徳」の充実と推進
〇文化、芸術、スポーツ
の振興
〇SDGsの実現に向けた
学習活動の充実

●日常的な挨拶等は定着してきているが、ア
ンケート結果では、保護者や児童生徒の肯定
的な評価が下がっている。
〇日常的な挨拶等の習慣化　【学校評価アン
ケートにおける肯定的評価８０％】
●「特別の教科道徳」の実践が進み、実践を
重ねることができた。
〇特別の教科「道徳」の授業力向上
＊全ての教員の実践事例の蓄積100％
●コロナ禍により校外のスポーツ行事への参
加が少なかった。文化面では積極的に出品、
応募できている。
〇校外スポーツ行事への積極的参加。
〇文化的行事の開催。各種作品展への積極
的な出品、応募の継続。
＊学校評価アンケートにおける肯定的評価70
％以上
●SDGsの取組は、各学部において広がりがみ
られる。
〇SDGsを理解した社会人の育成。
＊全ての学級で取り組めたか。

〇挨拶等の習慣化
・児童生徒会による挨拶運動　等

〇「特別の教科道徳」の内容充実
・年間計画の作成、見直し
・指導内容の充実、資料の共有化、活用

〇スポーツ的行事
・運動部員及び関係の生徒に呼びかけ、１種
目以上の大会参加を目指す。
・体育科授業でボッチャ等のスポーツを経験
し、実践回数を増やす。
〇文化的行事
・中芸高校や保護者と連携し、文化祭を開催
する。
・年間計画のもと、作品を継続して作成し、出
品する。

〇ＳＧＤｓの取組
・各学部で、ＳＤＧｓの授業に年間１事例以上
取り組む。

●教員の学習指導要領の理解が進み、全教
員が公開授業を実施する等して授業力の向上
に努めたが、評価改善のサイクルがうまく回せ
ていない。
〇授業計画、実施、評価、改善のサイクルを回
せるようになる。
＊学校評価アンケートにおける肯定的評価が
90％以上
【定期的な学部研、校内発表会開催】
【公開授業の実施・参観　全教員】
●タブレット端末等ＩＣＴ機器を活用した授業実
践が増えてきたが、活用方法の蓄積、共有が
不十分。
〇児童生徒のＩＣＴ活用を促進する。
＊活用方法の蓄積を増やし、情報共有できた
か。【事例検討会１回】
　【児童生徒の活用率１００％】

〇課題解決に向けた学習計画
・年間指導計画の検討、作成
・評価指標等の見直し
・学部研を活用した授業計画・内容の見直し
・全教員公開授業実施を継続し、評価に基づ
いた授業改善を行う。

〇ＩＣＴ活用
・個別の指導計画に活用法等を記載
・訪問学級、別室学習のリモート授業実施
・定期的に各学級の取組について情報交換
（事例検討会等）

Ｃ

・年間指導計画の様式（案）
は作成できたが、活用まで
に至っていない。
・授業評価シートの文言を整
理して提案できたが、十分な
活用ができていない。
・公開授業の参観グループ
を作り、各教員に参加を意
識づけることができた。
・県外講師による校内研修
の実施【７月】
・訪問学級とのリモート授業：
９月末までに５回実施
・ＩＣＴの事例検討会【７月に
１回実施】
・クラスや学習グループで個
別にＩＣＴ教材や活用方法の
共有はできているが、全体
での共有、蓄積が十分にで
きていない。

・年間指導計画作成に向けた取組
の継続
・全教員公開授業実施。グループ
内での授業参観を促し、各教員が
評価シートを活用した授業改善が
できるように取り組む。

・訪問学級とのリモート授業継続：
月に１回の実施

・ＩＣＴを活用した授業実践の継続
・ＩＣＴ実践事例の情報共有及び蓄
積

Ｂ

〇肯定評価が１００％に達して
いないのは、アンケートの「校
務支援システム等を活用して」
という文に引っ張られている面
もあるのではないか。評価項目
を検討することも必要ではない
か。
〇長時間勤務者がいないこと
は、すばらしい。

①教職員アンケートの項目内容の
検討及び必要に応じた変更
②校務支援システム活用促進継
続
③業務の平準化の継続
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Ⅰカリキュラムマネジメントによる、よりよい教育課程の編成と教育活動の質の向上
　○学習指導要領の各教科等の目標・内容に基づく、「主体的・対話的で深い学び」
   　の視点での授業実践と評価の一体化
　○一人一台タブレット端末を活用した、授業における活用事例の蓄積と共有による
      ICT教育の充実
Ⅱキャリア教育の充実
　〇規範意識、思いやり、自立心の涵養など、基本行動の確立と豊かな心の育成
　　 ・知的障害特別支援学校における「特別の教科道徳」の実践とその充実
  〇文化、芸術、スポーツの振興
  〇SDGsの実現に向けた学習活動の充実
Ⅳ安全安心な学校づくり
  ○SC.SSWと連携した心理的な安定と学びの保障
    ・不登校児童生徒の早期発見早期対応
　○多様な学びに対応するICTを活用した遠隔授業による学習保障
  〇系統性のある学校安全教育の推進
Ⅴ働き方改革によるワークライフバランスのとれた学校づくり
  ○校務支援システムの活用、業務の精選等による校務の効率化

Ｂ

・年間指導計画の様式を整え、次年度から作成を実施する準備ができた。
・教員の88％が公開授業を実施できた（R6.1月末まで）。教員の96％が1回以上授業
を参観でき（R5.12月末まで）、授業後は、意見交換や授業評価シートを通して授業改
善に向けての取組も見られた。引き続きＰＤＣＡサイクルを回した授業づくりを進めてい
くことが課題である。
・訪問学級とのリモート授業を年間17回行うことができ、修学旅行にも一緒に出かける
ことができた。
・各学部で児童生徒の実態に応じてＩＣＴを活用した授業を行うことができている。ＧＩＧ
ＡスクールサポーターやＩＣＴ教育推進サポーターから、教材の提供を受け、活用する
こともできた。ICT実践事例の蓄積は進んできたが、全体共有と有効活用が課題であ
る。
教職員アンケート：肯定評価
・授業改善の取組（授業評価シートの活用等）:96.3％　・学習評価による学習状況
や目標の見直し:96.3％　・児童生徒がICTを活用する授業の計画実施:88.9％
児童生徒アンケート：肯定評価
・授業がわかる:84.0%　・PC等を使った授業への意欲:88.0％
保護者アンケート：肯定評価
・学校はわかる授業づくりに取り組んでいるか:96.2％　・ICTを活用した授業づくりの
取組:84.6％

Ｂ

〇公開授業が実施率１００％に
なるよう取組を進めて欲しい。
授業改善の視点から見ると、公
開授業は、できるだけ早い時期
に行う方がより効果的ではない
か。
〇取り組んでいる回数や肯定
評価の割合が高い。取組への
工夫が数字からも伺える。
〇中間評価のＣから、最終評
価はＢに上がっている。年間の
取組を通して専門性は向上し、
改善も見られるが、継続した取
組はまだまだ必要と聞いたの
で、引き続き取組を進めて欲し
い。

①授業と評価の一体化に向けて
評価方法等の研究推進
②公開授業の早期実施に向けた
取組
③授業後のＰＤＣＡサイクルを意
識した取組の継続
④ＩＣＴ実践事例の共有と有効活
用の促進

Ｂ

・９月末まで児童会が挨拶運
動を５回実施。
・全学部で計画に沿った「特
別の教科道徳」の授業を実
施。実践は重ねることができ
たが、資料等の共有が十分
にできていない。
・障害者スポーツ大会（陸上
競技）に３名参加し、全員が
入賞【５月】
・全学部でボッチャの授業を
実施。中・高等部は、外部講
師を招聘し、専門的な指導
を受けることができた（９、１０
月に３回）。
・紙とあそぼう作品展入賞【７
月】
・中、高等部では、ＳＧⅮｓの
授業に取り組むことができ
た。

・挨拶運動の継続及び挨拶の習
慣化

・指導内容の充実を図りながら、資
料を蓄積、共有する。
・運動クラブの継続実施
・高知県障害者スポーツ大会（フラ
イングディスク）への参加【１０月】
・ボッチャ体験の継続

・中芸高校文化祭での作品展示
及び販売の実施
・全国教育美術展への出品【１０
月】

・ＳＧⅮｓの授業：小学部２、３学期
に実施

Ａ

・児童会が1月末までに9回、挨拶運動を実施できた。登下校の場面を中心に、日常的
な挨拶ができている。
・全学部で1週間に1回程度、道徳の授業ができた。教材の蓄積は継続して増えている
が、全体共有が課題である。
・クラブ活動は、昨年度よりも部員を増やして実施ができた。３名の生徒が、陸上競技
（9月）、フライングディスク（11月）の大会に参加し、両競技会で全員が入賞することが
できた。
・年間を通してボッチャの授業を行うことができた（小:交流学習で他校でもボッチャを
経験、中・高:12月末に生徒主催のボッチャ大会を開催）。
・全国総合美術展（10月）に出品することができ、3名の作品が予選を通過している。そ
の他にも、スピリットアート展（9月）、高知県美術教育総合展（1月末、全校で毛筆部門
に出品）に出品できた。
・中芸高校と合同文化祭を開催し、作品展示や販売学習等で交流することができた。
・全学部で、ＳＤＧｓの授業に年間１事例以上取り組むことができた（小：海岸のごみ拾
い、中：つくる責任、つかう責任、高：服のリサイクル等）。児童生徒の実態に応じた授
業内容の設定が課題の一つである。
教職員アンケート:肯定評価
・日常的な挨拶ができているか:96.3%　・児童生徒の規範意識等が育つよう指導して
いるか:92.6%　・児童生徒がスポーツに興味をもち行動するよう支援:85.2%　・児童生
徒が文化・芸術に興味をもち行動できるよう支援:85.2％
児童生徒アンケート:肯定評価
・自分から進んで挨拶ができているか:80.0%　・スポーツ参加の意欲:80.0％　・文化
的な活動参加の意欲:84.0%
保護者アンケート：肯定評価
・学校の基本行動確立への取組:96.2%　・学校は作品展出品やスポーツ大会参加
等を積極的に行っているか:76.9%

《取組の
方向性》

《6つの基本方針》
①チーム学校の推進
②厳しい環境にある子どもへの支援や子どもの多様性に応じた教育の充実
③デジタル社会に向けた教育の推進
④地域との連携・協働
⑤就学前教育の充実
⑥生涯学び続ける環境づくりと安全・安心な教育基盤の確保
《6つの基本方針に関わる横断的な取組》
　①不登校への相応的な対応　②学校における働き方改革の推進

児
童
生
徒
像

○健康で心も体もたくましい児童生徒
○基本的生活習慣を身に付けた児童生徒
○社会と積極的に関わる児童生徒
○意欲をもち粘り強く活動する児童生徒

〇校務支援システムの活
用、業務の精選等による
校務の効率化

●変形労働時間制の活用、業務内容の精選、
グループウェアの積極的活用等により、業務の
効率化を図った。年間を通して長時間勤務者
はいなかった。
〇より一層の効率化を進め、授業準備等の時
間を確保する。
＊学校評価アンケートにおける肯定的評価が
100％

〇校務支援システムの活用
・校務支援システムの積極的活用等を、引き
続き周知徹底していく。
・校務分掌業務内容の精選、実践例の共有
等、あらゆる角度から教員の多忙感の意識改
革をめざす。 Ｂ

・全教員が、校務支援システ
ムで成績を作成することがで
きた。
・校務分掌業務の引継ぎが
課題である。
・９月末までに長時間勤務者
はいなかった。

・校務支援システムの活用継続
・システム操作等の引継ぎがス
ムーズに行えるような仕組みづくり
・業務の平準化の継続

Ｂ

・校務支援システムでの成績入力が定着し、全教員が滞りなく作成ができている。
・各教職員が、校務支援システムの掲示板やアンケート機能を日常的に活用できてお
り、業務連絡や意見集約などをスムーズに行うことができている。
・１月末までに長時間勤務者はいなかった。
教職員アンケート:肯定評価
・校務支援システム等を活用して校務の効率化を心掛けているか:92.6％

専
門
性
の
向
上

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

、
よ
り
よ

い
教
育
課
程
の
編
成
と
教
育
活
動
の
質
の
向
上

○学習指導要領の各教
科等の目標・内容に基づ
く、「主体的・対話的で深
い学び」の視点での授業
実践と評価の一体化

○一人一台タブレット端
末を活用した、授業にお
ける活用事例の蓄積と共
有によるICT教育の充実

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

高知県立山田特別支援学校田野分校

《高知県
の教育の
基本理

念》

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人材

学
校
像

○児童生徒が安全で安心して学べる学校
○保護者に信頼され任される学校
○地域に貢献し愛される学校
○教職員がやりがいと喜びをもてる学校

中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】項目 取組のねらい　【P】 現状●と目標〇【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】


